
研 究 成 果

i)pTニューロン:28ニューロンから記録し自発放

Tl城庇は 38土11インパルス/秒あった｡ レバー押し約

1.6秒前から0.4砂間約1/4のニ3.-ロンの放電活動は有意

に城少した.ついでレバ-押し遊動に関係のある放電,

すなわちレバー押しをはさんで前後0.2秒間づつ活動が

上昇した｡またニューロンの約%は,レバー押しを中心

として前後0.8秒づつ活動が抑制された｡これらPTニ

ュTロン中にはLH刺激で逆向性および正向性にスパイ

クを生ずるものがあった｡ii)非PTニューロン:28ニ

ューロンから記録し.自発放電頻度は 28土10インパル

ス/秒であった｡PTニューロンと異なりレバー押し1.6

秒前に反応するものおよびレバー押し前後にわたって活

動上昇するものはなかった｡しかしレバー押し前0.4秒

-0.3秒間.あるいはレバー押し後0.4秒間放電活動は上

昇した｡LH刺激によって正向性にスパイクを生ずるニ

ューロンも存在した｡

最近のペルオキシダーゼ法による解剖学的所見はLH

とMC問に相互にiiiシナプス性連絡のあることが判明し

ている｡本研究およびわれわれが報告したLHニューロ

ンの応答様式から.レバー押し1.6秒前に光したLHニ

ューロンの活動上界により直ちにPTニューロンは抑制

される｡非PTニューロンはその抑制がないからLHと

これらニュワロンとの迎路は間技的なものであろう｡レ

バー押しを中心とした前後でのPTニューロンの抑制の

由来にmしては不明である｡しかし前頭丑ニューロンの

あるものはそのT:rJt古動上昇するものがあるからそこから

の影野の可能性もある｡結局㍍企行動の '劫挽づU.香

発生したLIIは '統合.に韮要な役割を果たす前頭某と

だけでなく33【企行動の戊柊的表山を行うMCとも正は的

な情報の交換を行っていると考えられる｡
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条件反応にともなう綬電位変動の皮質内分布

の検討

久保田 新 (早大 ･文)

目的 ヒトでは)的符の裁現とされるCNV.巡動の制 J古

状態とされる準蛸FT'ta位が見山されており.正に条件づけ

られた動物の皮質から強化にともなう変動が沌li.･されて

いる｡これらの電位をアカゲザル皮矧こおいて確認し.

分布を枚討する｡

方法 1.アカゲザル3iiIIを比用し.払化には ジュース

を用いて,ChaindroFRを条件づけた｡droはサルによ

って任意に始められ.一定時間のバー押しが要求 され

る｡一定時間押し続け.そのバー上の lampが点けば

FR に入り,一定数のバー押し後強化される｡この間,

サルは他の前肢で holdbar(反応バーと同型で対側等

位置)を押し続ける｡droは2および5see,FRは 1,

10,20とした｡2.反応安定後.両nrJの frontal,pre-

motor,sensorymotor,inferior-parietalに transco-

rticalに奴塩化奴屯櫨を但性に植え.袈眉閃電樋は故股

下に泣いた｡3.記録は transcortical,表層 bjpolar沈

層 bipolarで行ない.Pop-12A にて averagingして

分析｡4.記録は各 scheduleで反応肢.ホール ド肢を

左右交互にさせて行なった｡これは同一電極対を反応肢

の同肌 対側にする目的から行なった｡

結iLミ 1.dro中の披形を ヒト軌立上113樋堵山記録と比

蚊すると.表面EB･性方向が ヒトにおける桧仕方仙こ一

致した｡2.dro胴始,FR節1反応に際LFB性の1施Fi

400msecほどの電位が反応前 50-300msecから止じ

froJltalでは motorに比べより-Tf･)lJlでゆるやかであっ

た｡3.dro開始前より後約 1secにかけて,frontalに

脱岨 motorおよび scnsorymotorでは FR Dr】始泊

1.5secより脳性の変動が生じdroが良くなるにつれこ

の差は明瞭となったopremotorでは両者の中nLuに脳性
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が生じた｡4.FR10.20では持続的なF別′ほ 動がほと

んどの部位にLLiじたが.反応肢対mTlの mOtOrないし

sensory[110tOrでは帖めてnJ川代なT.'jg;ErI(Jr創り澄動がil:じ

た｡5.以上のnlltt.はLi応肢刈川に似非.柑 こTnOLor,

sensorymotorでは位軸であった｡6.拙化後変動はFR

巾の持続的変動のプ.C柑fIlmないしn動性陽性としてLJiじ

た｡

｢サル脳における青斑核由来 ノルア ドレナ リ

ン性ニューロン投射路の組織化学的証明｣

田中千賀子 (京大 ･医)

石川 正恒 (同 上)

mnÎ1'は多良のノルアドレ))ン(NAN)を含む部位と

して知られているが.NAの祝抹および祝抹下部内での

級純な分村 こついての知見は充分ではなかった｡木研究

では.アカゲザル間脳におけるNA及びDAを分む神托

終末の分布を,Falck-1Iillarpはをmいて挽,gt･し,Snider

とLccの問詰y.'に従って CA神経終末の分-/fJ一同を作犯し

た｡

1)-77Ⅰ糾女及び1LfqtrJNA火の枇城実験から.･門流牧山

米のNA終末は収も小さな Varicosityを持ち.延髄.

椛矧制水や脳罰mml系山米のNA終末とは形悠学的に界

なる｡

2)祝1末のNA終末分布は.ラットと籾似する部分も

ある机 ラットに比べてサルの方が視床の発達がよく.

かなりN̂ 終末の分村 こも和屈差がみられる｡正中核郡

紘.脳宝l那HNA神経経路由来と思われる中型 vari-

CosilyをもつN̂ 神経終末の分布がみられる｡--N斑核系

の小ZE!の varicosityをもつNA神経終末は.主に内外

州 点状休.枕rr..外側核.髄板核郡.腹側核札 及び前

掛.IY.などに分れJ'する.

3)視床下部の NA終末の分布はラットのそれと類似

点が多い.乳所作.前祝抹下掛 こは主として.背斑核由

来の小さな VaricosityをもつNA終末が分布している｡

脳室周囲屑.竹内qtFJ核.弓状は.耶斗.祝東上核,交叉

上核.傍_%核には九 小_刑の Y.lrieosityが密に分布し,

少数の小型 Varicosityが況-llす る｡ ｢コ状路.交叉上核

のNA終末の分科 まラットと比べて僻である｡

4)祝n三へのNA神経路は.小型 V.lricosityをもつ青

斑核由来の組経は i)門qtlJNA火.rL)爪tl'窮周囲系.iii)

内川rJTJ脳jlgの三つの純綿を71由って入る｡中型の vari-

CosityをもつNA終X'は.中脳水辺m甜灰自Tf.視床F石

部.絶視床下取こあるNA抑氾山北のもので脳'j7F.q閃系

を過って.視探の脳宅mL7H朋へ分'llIする.

5)祝抹下部へは,i)TJ脱 核山北の線維は脳㌫円田系,

内仇糊 脳末をJTiuって入る｡ii)中型 varicosityをもつ終

末は脳室周四系由来のものであり.iii)大型 Varicosity

は延防.柄網様体由来のもので.内川前脳刃沌 ;Fulって入

る｡

設定課題 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

妊娠猿子宮における子宮血流動態に関する研

究

小 嶋 晃 (愛媛大 ･医)

坂口 守彦 (天理病院)

田内 問彦 (天理病院)

大 出 清 (京大 ･霊長研)

子宮収縮(帥描)による子宮血流員の減少がfetaldis-
tressの発生に深いDg係を持つといわれる｡したがって

子宮収縮と子宮血流昆変化の詳細を知ることは秘めて血

更である｡我々はヒトと同種の胎盤を持つアカゲザル.

ニホンザル妊娠米用子宮について収紺と血統の附係をし

らべた｡

子宮動脈血流丑は電磁血流計で,子宮収縮は羊水圧

杏.そして子宮筋電図によって子宮壁局所の興恋を記録

した｡

(1)羊水圧は子宮収縮のない状態で 11cmH20の位

を示す｡圧力がこの基準値より約 5cmH20以上上昇

すると,血流鼠の誠少がみられるようになる｡内圧と血

純減の一例を示すと.-平均15.2(非収脚 Jj内FT:)+16.8

(収縮時内EE)cmH20 の収紺‖こ対し.血流f正は少は

880/Oであった｡又.他の例では11.0(非収脚 寺内圧)+

18.1(収脚 ‡内圧)cmlI20に対し.51%で.177例との

問に著しい和迩がみられる｡ これは非収馴 :j･内圧.すな

わち子宮の緊張が形¶しているのではないかと思われ

る｡

(2)収縮のm始と血流Ll氾少のD服止の時間的関係.

卵符内部の放rli開始後 10-30sccにして血流畳は減

少しはじめ.正にその 10-20sec後.休部の放電と内

圧の上界が開始する場合と.卵管角取 休部の放鼠 内

圧上界が殆んど同時に始まり.それより 10-20sec遅

れて血流皿が減少しはじめる場合とがある｡しかしまれ

には血流塁減少が先行することもある｡この理由は尚不

明である｡

(3)子宮内圧の頂点と血流塁減少の最低点の時間的関

係｡多くの場合最低点は琉点より10-20sec先行する｡

しかし測定例の1/1において逆に 10-20sec遅延するこ

ともある｡
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